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寒
か
っ
た
今
年
の
冬
も
何
時
し
か
暖
か
く
な

り
、
会
員
の
皆
様
に
は
会
報
を
通
し
て
ご
挨
拶
を

す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
日
々
職

場
で
、
あ
る
い
は
地
域
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
第
二
十
六
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合

格
率
で
す
が
、
九
三
・
七
％
で
あ
り
、
全
国
管
理

栄
養
士
養
成
課
程
の
平
均
合
格
率
九
一
・
六
％
を

一
昨
年
に
引
き
続
き
、
上
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
管
理
栄
養
学
科
の
先
生
方
の
ご
指
導
に
学
生

諸
君
が
応
え
た
結
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
既
卒
受
験
生
の
中
で
、
同
窓
生
の
受
験
者
数

が
他
の
養
成
校
に
比
べ
て
極
め
て
多
く
、
大
勢
の

同
窓
生
が
職
場
で
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
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三
月
二
十
日
に
学
位
記
授
与
式
が
わ
た
な
べ
記
念
館
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
第
五
期
生
一
一
七
名
が
聖
栄
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
誉
会
長

福
澤
美
喜
男

す
が
、
残
念
な
が
ら
合
格
率
は
低
い
状
態
で
す
。

そ
の
為
、
勉
強
を
手
助
け
す
る
意
味
で
、
管
理
栄

養
学
科
の
国
試
対
策
室
で
は
昨
年
か
ら
卒
業
生
に

対
し
て
も
受
験
指
導
を
始
め
ま
し
た
。
是
非
国
試

を
受
験
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
は
国
試
対
策
室
に

連
絡
し
て
、
傾
向
と
対
策
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

を
奨
め
ま
す
。
な
お
、
国
試
対
策
室
の
電
話
番
号

は
（
０
３
・
３
６
９
２
・
０
２
１
１
・
内
線

１
５
２
）
で
担
当
は
専
門
八
期
の
福
山
（
旧
姓
：

酒
川
）
君
子
さ
ん
で
す
。
な
お
、
不
在
の
時
は
学

務
課
に
連
絡
を
取
っ
て
下
さ
い
。

　

次
に
、
今
年
度
の
入
学
状
況
で
す
が
、
両
学
科

と
も
定
員
以
上
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
な
お
、
入
学
式
は
四
月
一
日
行
い
ま
す

が
、大
学
の
単
位
認
定
が
十
五
週
の
授
業
を
行
い
、

十
六
週
目
に
試
験
を
す
る
の
で
、
以
前
よ
り
も
学

事
日
程
が
詰
ま
り
、
小
学
校
よ
り
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
を
創
立
し
て
九
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
ど

の
大
学
で
も
七
年
間
に
一
度
大
学
の
質
を
評
価
す

る
第
三
者
機
関
で
受
審
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
学
は
七
年
目
に
当
た
る
一
昨
年
十
月
に
日

本
高
等
教
育
評
価
機
構
の
評
価
を
受
審
し
、
昨
年

三
月
に
「
大
学
と
し
て
の
評
価
項
目
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
」
と
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

大
学
の
基
礎
は
一
応
固
ま
っ
た
と
考
え
た
こ
と
と

丁
度
学
長
以
下
の
役
職
者
の
任
期
も
こ
の
三
月
で

終
え
る
こ
と
か
ら
、
学
長
職
を
後
進
に
譲
る
こ
と

を
考
え
、
そ
の
旨
を
理
事
会
に
伝
え
、
学
長
候
補

者
推
薦
委
員
会
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ

の
後
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
学
内
外
の
候
補
者
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
同
委
員
会
か
ら
学
長

候
補
者
と
し
て
松
本
信
二
教
授
（
現
：
健
康
栄
養

学
部
長
）
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
は
こ
の

人
事
案
を
満
場
一
致
で
承
認
し
、
次
期
学
長
に
松

本
信
二
教
授
が
決
定
し
ま
し
た
。
更
に
新
学
部
長

に
は
阿
左
美
章
治
教
授
が
、
図
書
館
長
に
岡
田
弘

教
授
、
管
理
栄
養
学
科
長
に
田
所
忠
弘
教
授
、
食

品
学
科
長
に
丸
井
正
樹
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
た
の
で
、
四
月
か
ら
は
こ
の
新
体
制
で
大
学
が

運
営
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
同
窓
会
活
動
が
活
発
な

大
学
は
大
学
も
発
展
し
て
い
ま
す
。
願
わ
く
は
聖

栄
会
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
欲
し
い
の
で
す

が
、
そ
の
為
に
は
ま
ず
役
員
が
纏
ま
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
本
学
に
勤
務
す
る
同
窓
生
の
教
職

員
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
同
窓
会
を
盛
り
上
げ

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
お

願
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
貢
献
度
の
高
い
教
育
を
身
に
付
け
ら
れ
、
未

来
へ
の
希
望
は
大
で
す
。学
び
舎
の
校
訓
で
あ
る
、

「
熱
意
・
誠
意
・
創
意
」
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
し
っ
か
り
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
卒
業

式
で
は
学
長
先
生
の
式
辞
を
始
め
、
ご
来
賓
の
先

生
か
ら
の
心
温
ま
る
は
む
け
の
お
言
葉
を
頂
き
、

社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
第
五
期

生
の
役
員
と
し
て
、
小
田
亜
紗
子
さ
ん
、
黒
藪
成

美
さ
ん
、
山
中
咲
さ
ん
、
宮
島
美
瑠
さ
ん
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
聖
栄
会
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
は
、

六
月
二
日
に
大
学
構
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
も
学
友
会
主
催
の
体
育
祭
で
、

恒
例
に
な
っ
た
「
会
長
賞
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
」

を
聖
栄
会
か
ら
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
第

二
十
五
回
食
文
化
研
究
会
は
、
十
月
六
日
に
那
須

に
あ
る
ア
ワ
ー
ズ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
コ
コ
フ
ァ
ー
ム

を
訪
ね
る
バ
ス
旅
行
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
秋

に
開
催
さ
れ
る
聖
栄
葛
飾
祭
で
は
、
学
友
会
主
催

の
餅
つ
き
大
会
に
協
賛
し
、
別
館
四
階
で
お
抹
茶

席
を
設
け
て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
聖
栄
会
と
母
校
の
発
展
を
願
い
、
会
員

の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

　

一
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
、

未
だ
宅
地
や
農
地
の
除
染
は
さ
れ
ず
、
森
林
、
水

産
物
に
も
た
ら
し
、
め
ど
が
た
た
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
新
聞
を
見
て
い
る
と
怒
り
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
す
が
、
新
政
権
は
安
全
よ
り
経
済
成
長

に
重
き
を
置
く
か
の
よ
う
に
、
政
府
の
審
議
会
か

聖
栄
会
会
長

荻
野　

薫
子

ご
挨
拶

ら
脱
原
発
派
が
次
々
と
外
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
る
よ

う
で
す
。
そ
の
為
に
青
少
年
に
メ
ル
ヘ
ン
絵
本
を

作
り
、
読
み
聞
か
せ
の
会
が
開
催
さ
れ
、
広
が
り

つ
つ
あ
る
と
の
事
で
す
。　

地
震
が
太
平
洋
側
の

地
域
に
多
い
の
は
、
近
い
将
来
、
首
都
直
下
地
震

や
駿
河
湾
か
ら
九
州
沖
に
の
び
る
海
底
の
く
ぼ
み

「
南
海
ト
ラ
フ
」
で
、
巨
大
地
震
が
起
き
る
と
見

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
日
頃
、
心
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
ご
案
じ
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
、
故
渡
邊

富
久
子
先
生
の
十
三
忌
の
年
で
す
。
平
成
十
三
年

四
月
二
十
二
日
、
夜
、
十
時
過
ぎ
、
耳
を
疑
う
よ

う
な
学
園
長
渡
邊
富
久
子
先
生
が
ご
逝
去
な
さ
れ

た
一
報
が
入
り
、
身
の
崩
れ
る
、
沈
痛
な
思
い
で
、

「
幾
年
も
教
え
を
請
う
た
師
は
何
処
御
霊
と
な
り

て
花
筏
ゆ
く
」
と
お
送
り
申
し
上
げ
て
、月
日
も
、

早
や
十
三
忌
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
、

学
園
は
魅
力
あ
る
教
育
内
容
に
向
け
て
施
設
設
備

拡
充
の
た
め
、第
七
号
館
建
設
工
事
の
只
中
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
富
久
子
先
生
が
学
園
の
発
展

を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
学
園
の
発
展
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
二
十
日
に
東
京
聖
栄
大
学
第
五
期
生

一
一
七
名
の
皆
様
が
ご
卒
業
な
さ
れ
、
聖
栄
会
会

員
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
は

東京聖栄大学第５期生学位記授与式
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平
成
二
十
五
年
度　

定
期
総
会
開
催
の
ご
案
内

平
成
二
十
四
年
度　

聖
栄
会
総
会
が
、
六
月
三
日
（
日
）、
東
京
聖
栄
大
学

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
氏（
大
一
）の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、高
橋
氏（
専
七
）と
立
川
氏（
短

三
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度　

聖
栄
会
総
会
開
催

　

荻
野
会
長
（
専
二
）
よ
り
次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
に
草

間
正
夫
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
七
月
四
日
に

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
お
悔
や

み
状
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
昨
年
三
月
十
一

日
の
大
震
災
は
未
曾
有
の
災
害
と
な
り
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
改
め
て
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
四
期
卒
業
生
百
二
十
七
名

を
同
窓
会
員
と
し
て
新
た
に
迎
え
ま
し

た
。

　

就
職
率
は
九
〇
・
九
％
と
高
く
、
本
学

の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率
は

九
三
・
七
％
と
な
り
、
今
ま
で
の
中
で
一

番
の
合
格
率
で
し
た
。

　

聖
栄
会
の
活
動
で
は
体
育
祭
の
協
賛
、

食
文
化
研
究
会
、
大
学
祭
の
協
賛
を
い
た

し
ま
し
た
。」

　

引
き
続
き
、
報
告
、
議
事
と
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

荒
木
氏
（
短
九
）
か
ら
二
十
三
年
度
事

業
報
告
、
哥
氏
（
短
三
十
九
）
か
ら

二
十
三
年
度
会
計
報
告
が
あ
り
、
会
員
の

拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
二
十
四
年
度
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
食
文
化
研
究
会
は
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
研
修
で
、
東
京
會
舘
伝
統
の
フ
ラ
ン

ス
料
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
都
心
と

は
思
え
な
い
静
か
で
落
ち
着
き
の
あ
る
如

水
会
館
の
宴
会
場
で
、
料
理
長
の
お
話
と

解
説
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ー
ス
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
菜

の
一
品
と
し
て｢

サ
ー
モ
ン
と
梨
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
タ
ル
タ
ル
仕
立
て｣

が
出
さ
れ
、

続
い
て
「
蛤
の
ス
ー
プ　

グ
ラ
タ
ン
仕
立

て
」
と
出
さ
れ
、
デ
ザ
ー
ト
ま
で
の
全
て

の
お
料
理
の
お
い
し
さ
や
盛
り
付
け
の
美

し
さ
に
感
動
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
メ

モ
を
取
っ
た
り
写
真
に
収
め
た
り
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
定
期
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

◎
日　
　

時　
　

六
月
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

定
期
総
会　

十
一
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

懇
親
会　
　

十
二
時
三
十
分
か
ら

◎
会　
　

場　
　

総　

会　
　

東
京
聖
栄
大
学
別
館
四
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　

懇
親
会　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

◎
懇
親
会
費　
　

一
〇
〇
〇
円

　

懇
親
会
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
五
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
会
費
は
当
日
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
欠
席
さ
れ
る
場
合
で
も
必
ず
委
任
状
を
ご
投
函
願
い
ま
す
。）

　

平
成
元
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
食
文
化
研
究
会
も
本
年
で
二
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。
第

一
回
の
開
催
か
ら
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
・
ご
協
力
頂
き
、
様
々
な
分
野
の
食

文
化
に
つ
い
て
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
二
十
五
回
を
記
念
し
て
左
記
の
通
り
バ
ス
旅
行
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
食
文
化
研
究
会
の
テ
ー
マ
は
「
お
い
し
い
料
理
は
食
材
か
ら
つ
く
ろ
う
！
」
の

著
者
で
も
あ
る
濱
口　

正
遠
氏
の
料
理
を
学
び
ま
す
。
濱
口
氏
は
那
須
に
あ
る「
ア
ワ
ー

ズ
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
で
も
あ
り
、
身
体
と
心
に
や
さ
し
い
料
理
を
作

り
出
す
そ
の
セ
ン
ス
は
誰
も
真
似
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
食
文
化
研
究
会
の
た
め
の

メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
濱
口
氏
の
素
材
か
ら
（
調
味
料
や
加
工
品
な
ど
を
含

め
て
）
作
り
出
す
料
理
の
数
々
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
足
利
に
あ
る
ワ
イ

ン
工
房
「
コ
コ
フ
ァ
ー
ム
」
に
立
ち
寄
り
、
ワ
イ
ン
の
工
場
見
学
、
ワ
イ
ン
の
試
飲
も

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
会
場
の
関
係
で
二
十
名
の
募
集
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

記

日　
　

時　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
六
日
（
日
）
八
時
三
十
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

出
発
時
間　
　

九
時

集
合
場
所　
　

東
京
聖
栄
大
学
一
号
館　

中
庭

参
加
費　
　

九
〇
〇
〇
円
（
バ
ス
代
、
食
事
代
、
保
険
代
等
を
含
み
ま
す
）

募
集
定
員　
　

二
十
名　
（
定
員
に
な
り
次
第
募
集
停
止
し
ま
す
）

　

ご
参
加
希
望
の
方
は
東
京
聖
栄
大
学
食
品
学
第
二
研
究
室
・
荒
木
か
総
務
課
飯
田
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

電
話
番
号　

〇
三
―
三
六
九
二
―
〇
二
一
一　
　
（
内
線
六
〇
五
）

幹
事　

短
大
九
期　

荒
木

第
二
十
四
回　

食
文
化
研
究
会
開
催
さ
れ
る

第
二
十
五
回　

食
文
化
研
究
会
開
催
に
つ
い
て

卒業生の国家試験対策を
実施しています。
ホームページで卒業生用国試
対策を開始しました。
管理栄養士国家試験に合格す
るために模擬試験を受験した
い方はどうぞ！！
TEL:03-3692-0211（内線152）
http://www.tsc-05.ac.jp/

↑ここから入れます。

管理栄養士
国家試験に
チャレンジ

している皆様へ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
母
校
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
は
震
災
支
援
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

高
橋
成
彰
事
務
部
長
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

専
門
性
を
生
か
し
て
被
災
地
支
援

　

本
学
は
、「
聖
栄
葛
飾
祭
」
で
の
東
北

応
援
企
画
・
福
島
県
塙
町
（
は
な
わ
ま
ち
）

の
特
産
品
販
売
を
き
っ
か
け
に
、
①
学
生

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
塙
町
活
性
化
提
案
、
②

塙
町
の
東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ダ
リ

ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ
」
へ
の
応
援
（
本
学
４

号
館
横
に
オ
ー
プ
ン
）、
③
専
門
教
員
に

よ
る
新
し
い
特
産
品
開
発
支
援
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
に
対
す
る
技
術
指
導
、
④
本

学
施
設
を
使
っ
た
講
習
会
（
竹
パ
ウ
ダ
ー

を
使
用
し
て
栽
培
し
た
塙
町
特
産
イ
チ
ゴ

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ャ
ム
作
り
講
習

会
）
な
ど
、
様
々
な
支
援
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
塙
町
町
長
さ
ん
は
じ
め
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
謝
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

再
発
見
！　

母
校
の
魅
力

ダリちゃんショップオープニングセレモニー

塙町学内研修



聖 栄 会 だ よ り（3）　　　　　平成25年４月

長
年
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

　

昨
年
の
秋
、
箱
根
湯
本
の
一
泊
旅
行
、

聖
栄
セ
ブ
ン
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
い

つ
も
、
き
め
細
か
い
計
画
を
立
て
て
先
導

し
て
く
だ
さ
る
友
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無

け
れ
ば
旧
友
と
会
う
こ
と
も
無
か
っ
た
だ

ろ
う
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
福
沢

学
長
は
残
念
な
が
ら
体
調
不
良
で
急
遽
欠

席
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
総
勢
十
八
名

が
七
十
歳
以
上
と
い
う
パ
ワ
フ
ル
な
方
々

の
集
ま
り
に
な
り
、
夜
遅
く
ま
で
無
邪
気

に
は
し
ゃ
い
だ
一
時
を
思
い
出
し
て
は
、

笑
み
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
「
長

野
県
で
逢
お
う
」
と
決
ま
り
ま
し
た
が
、

全
員
が
元
気
に
再
開
で
き
る
こ
と
を
祈
ら

ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
現
在
、
在
宅
へ
訪
問
し
て
栄
養
相

談
を
行
う
「
管
理
栄
養
士
が
行
う
居
宅
療

養
管
理
指
導
」
業
務
に
就
い
て
い
ま
す
。

病
院
歴
二
十
五
年
後
、
特
養
、
養
護
、
通

所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
給

食
、
訪
問
入
浴
、
訪
問
介
護
、
診
療
所
を

持
つ
複
合
施
設
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
栄

養
士
（
管
理
栄
養
士
）
歴
五
十
年
を
通
過

点
と
し
て
夢
を
追
い
か
け
る
道
の
り
に
幸

せ
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。

　

病
院
か
ら
福
祉
に
替
わ
っ
て
頭
に
叩
き

込
ん
だ
こ
と
は
、「
食
べ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
ら
お
年
寄
り
が
死
ん
で
し
ま
う
」「
ど

ん
な
状
況
に
お
か
れ
て
も
食
べ
ら
れ
る
お

い
し
い
食
事
が
必
要
な
の
だ
」
で
し
た
。

そ
の
思
い
が
、
低
栄
養
対
応
食
や
プ
レ
鼻

腔
食
（
鼻
腔
に
さ
せ
な
い
ペ
ー
ス
ト
食
）

や
ア
シ
ス
ト
食
（
要
望
の
食
を
揃
え
食
を

復
活
さ
せ
る
食
事
）
に
繋
が
り
、
現
在
の

栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
展
開
し
て

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
年
に
始
め
た
地
域
活
動

に
参
加
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
食

事
が
、
福
祉
施
設
の
食
事
に
比
べ
貧
困
な

こ
と
を
危
惧
し
て
、
在
宅
に
栄
養
士
（
管

理
栄
養
士
）
を
進
出
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
を
抱
き
ま
し
た
。
同
じ
志
を
持
つ
数
人

で「
在
宅
チ
ー
ム
医
療
栄
養
管
理
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
現
在
に
至
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
が
東
京
馬
主
協
会

の
補
助
金
で
専
用
厨
房
が
出
来
、
病
態
・

機
能
対
応
別
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
開
設
に
こ

ぎ
つ
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
地

域
住
民
協
働
の
楽
夢
食
・
げ
ん
き
食
（
食

支
援
活
動
）や
昭
島
Ｎ
Ｓ
Ｔ（
食
の
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
）
へ
と
展
開
し
て
い
ま
す
。
え

　

超
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
で
あ
ろ
う
居

宅
療
養
管
理
指
導
を
担
え
る
人
材
育
成
の

た
め
、
在
宅
へ
の
同
行
訪
問
研
修
を
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
年
間
、
啓
蒙
活

動
の
た
め
全
国
を
廻
っ
て
い
ま
す
が
、
ケ

ア
タ
ウ
ン
構
想
が
生
ま
れ
始
め
、
そ
の
中

に
食
が
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
を

気
付
き
始
め
て
い
ま
す
。私
の
現
役
中
に
、

栄
養
士
（
管
理
栄
養
士
）
が
在
宅
へ
進
出

し
て
活
動
す
る
状
況
を
見
て
み
た
い
と
果

て
し
な
い
夢
を
追
い
か
け
て
い
る
自
分
が

い
ま
す
。

　

人
は
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
人

に
感
銘
し
、
影
響
さ
れ
、
一
つ
の
思
い
や

夢
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

土
台
が
培
わ
れ
た
の
が
聖
徳
栄
養
専
門
学

校
で
す
。寮
生
活
で
の
先
輩
の
思
い
や
り
、

助
け
合
っ
た
友
人
と
の
絆
、
当
番
で
作
っ

た
寮
生
の
ご
飯
、
羽
根
を
伸
ば
し
た
遊
び

で
得
ら
れ
る
面
白
さ
と
喜
び
、
先
生
の
教

訓
、
今
更
な
が
ら
、
あ
り
が
た
い
と
こ
と

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
時
代
の
思
い
出

　

私
が
聖
徳
栄
養
短
期
大
学
を
卒
業
し
て

早
四
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は

五
人
部
屋
（
先
輩
二
名
、
同
級
生
三
名
）

で
畳
の
相
部
屋
で
の
寮
生
活
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。
朝
食
と
夕
食
は
当
番
制
で
自
分

た
ち
が
献
立
を
立
て
、
調
理
も
全
て
寮
生

が
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
風
呂
、
ト
イ
レ
、

洗
面
所
は
共
同
と
す
べ
て
始
め
て
の
事
で

一
寸
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

寮
生
活
で
得
た
友
と
は
、
バ
イ
ト
を
し
た

り
、
学
生
割
引
切
符
を
利
用
し
た
ユ
ー
ス

ホ
ス
テ
ル
め
ぐ
り
の
旅
に
も
出
た
り
、
自

主
的
に
病
院
で
実
習
し
た
り
し
て
、
大
学

生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
学
び
で
思
い
出
す
の
は
、
調

理
実
習
で
一
分
間
で
き
ゅ
う
り
の
薄
切
り

が
何
枚
で
き
る
か
、
オ
ム
レ
ツ
は
う
ま
く

焼
け
る
か
、
澄
ま
し
汁
の
味
付
け
は
ど
う

だ
ろ
う
か
と
、
先
生
が
一
人
一
人
採
点
し

て
く
れ
、
き
め
細
か
な
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
包
丁
さ
ば
き
が

大
変
上
手
に
な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
に
実
習
を
兼
ね
た
昼
食
作

り
が
当
番
制
で
一
週
間
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
週
間
は
座
学
で
は
学
べ
な
い
多
く

の
こ
と
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
思
い
出
で
す
。

　

な
ぜ
栄
養
士
を
目
指
し
た
か
と
言
い
ま

す
と
、
当
時
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
で
新
商

品
の
料
理
を
地
方
に
広
め
る
と
い
う
仕
事

が
あ
り
、
そ
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、

母
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
卒
業

後
に
就
職
し
た
の
は
病
院
の
栄
養
士
（
日

本
医
科
大
学
第
一
病
院
）
で
、
お
も
に
治

療
食
と
ド
ッ
ク
食
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
透
析
食
の
献
立
を
作
成
し
調
理
し
、

い
か
に
患
者
さ
ん
に
回
復
し
て
も
ら
う
こ

と
か
で
し
た
。
そ
の
頃
の
透
析
食
は
か
な

り
の
水
分
制
限
、
高
カ
ロ
リ
ー
食
で
、
ゼ

リ
ー
、
揚
げ
物
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
お
好

み
焼
き
な
ど
を
お
い
し
く
作
る
た
め
に
、

試
食
を
兼
ね
て
の
食
べ
歩
き
で
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
患
者
さ
ん
の
病
室
を
訪
問

し
て
い
ろ
い
ろ
参
考
意
見
を
聞
こ
う
と
し

た
翌
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
知
っ
た
時
の

シ
ョ
ッ
ク
は
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
そ
の
当
時
は
私
も
若
く
患
者
さ
ん

の
死
と
い
う
も
の
に
敏
感
に
反
応
し
て
深

い
悲
し
み
を
抱
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ッ

ク
食
は
、
と
に
か
く
品
数
を
多
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
調
理
が
大
変
で
し
た
。
か

の
有
名
な
漫
画
家
や
作
曲
家
の
人
た
ち
が

入
院
さ
れ
る
と
、
会
え
る
の
で
は
と
、
職

員
は
皆
わ
く
わ
く
し
た
も
の
で
し
た
。
今

の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
無
く
て
、
す

べ
て
手
書
き
の
作
業
で
残
業
な
ど
も
た
び

た
び
。
こ
こ
で
は
二
年
間
と
い
う
短
い
時

間
で
し
た
が
と
て
も
濃
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
一
年
後
に
は
ど
の
程
度
の

調
理
の
知
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
調
理

師
試
験
に
臨
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
結
婚
を
し
、
最
初
の
子
の
妊
娠

中
は
、
無
事
に
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
出
産

で
き
る
よ
う
、
一
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を

細
か
く
計
算
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
に

も
気
を
使
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
と
て

も
良
好
で
、
い
か
に
栄
養
が
大
切
か
を
再

確
認
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
、
夫
が
心
筋

梗
塞
で
入
院
し
、
今
で
は
薄
味
、
野
菜
中

心
の
食
事
、
一
日
三
十
品
目
を
目
指
し
た

食
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

近
頃
は
、
孫
と
ケ
ー
キ
、
ゼ
リ
ー
、
ク
ッ

キ
ー
、
ピ
ザ
パ
ン
（
レ
ン
ジ
で
発
酵
）
な

ど
を
作
っ
た
り
、
五
歳
児
に
は
包
丁
を
使

う
練
習
に
と
、
最
初
は
肉
き
り
ナ
イ
フ
か

ら
ペ
テ
ィ
ナ
イ
フ
へ
と
野
菜
を
切
ら
せ
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
子
供
は
上
達
が
早
い

も
の
と
驚
い
て
い
ま
す
。

　

学
び
得
た
知
識
は
後
で
必
ず
役
に
立
ち

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
聖

栄
大
学
を
は
じ
め
聖
栄
会
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
聖
栄
大
学
で
出
会
っ
た

人
々
へ
の
感
謝

　

早
い
も
の
で
、
大
学
二
期
生
と
し
て
東

京
聖
栄
大
学
を
卒
業
し
も
う
す
ぐ
四
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
十
四
年
四
月
よ
り
、
私
は
本
校
の
助
手

と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
在
学
し
て
い

た
頃
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
母
校
に
戻
っ

て
く
る
事
に
な
る
と
は
全
く
予
期
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
母
校
で
働
く
決
心

を
し
た
の
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

や
大
学
で
巡
り
合
え
た
友
人
達
へ
の
感
謝

と
、
そ
の
出
会
い
を
与
え
て
く
れ
た
母
校

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
で
す
。

　

私
は
本
学
を
卒
業
後
、
大
学
院
に
進
学

し
ま
し
た
。
も
と
も
と
栄
養
素
が
身
体
に

与
え
る
影
響
に
興
味
を
も
ち
、
栄
養
学
部

に
進
学
し
て
き
た
私
は
、
本
学
の
先
生
方

よ
り
栄
養
学
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
研
究
意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
更

に
は
阿
左
美
章
司
教
授
や
渡
邉
悟
教
授
の

後
押
し
も
あ
り
、
生
理
学
分
野
の
研
究
機

関
で
は
最
高
峰
で
あ
る
筑
波
大
学
大
学
院

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
合
格
の
裏
に
は
、「
大
学
院
受
験
を

す
る
」
と
い
う
私
の
個
人
的
な
事
情
を
理

解
し
、
学
生
生
活
や
ク
ラ
ス
で
の
仕
事
な

ど
で
私
に
余
分
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
、
惜
し
ま
ず
協
力
を
し
て
く
れ
た
友
人

達
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
の
友
人
達
は
卒
業
後
も
私
の
助
け

と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
筑
波
で
は
研
究

に
没
頭
す
る
傍
ら
陸
上
競
技
部
に
所
属

し
、
少
年
期
か
ら
の
憧
れ
で
あ
っ
た
箱
根

駅
伝
最
終
予
選
会
に
筑
波
大
学
大
学
院
代

表
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
も
大
学
の
友

人
達
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
何
千
人
と
い
る
沿
道
の
観
客
の
な
か

で
友
人
達
の
応
援
は
は
っ
き
り
と
聞
こ

え
、
自
身
十
年
間
の
陸
上
競
技
生
活
の
集

大
成
と
し
て
全
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
外
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
応
援
者
の
人
数
は
、
チ
ー
ム

の
中
で
も
私
が
最
多
で
あ
り
、
人
生
で
最

も
幸
せ
な
思
い
出
の
一
つ
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
校
在
学
時
も
、
大
学
院
で
の
研
究
生

活
も
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の
ほ
う
が

多
く
、
挫
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
が
今
こ
う
し
て

乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大

学
時
代
の
友
人
達
の
お
か
げ
で
す
。
学
生

時
代
に
一
生
モ
ノ
と
い
え
る
友
人
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
私
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
強

く
感
じ
ま
す
。
こ
の
先
も
私
は
何
度
も
挫

け
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
乗
り
越
え
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
私
も
同
じ
よ
う
に
友
人
達

の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い

き
な
が
ら
、
大
恩
の
あ
る
母
校
に
て
後
輩

た
ち
の
育
成
に
勤
め
て
い
き
た
い
と
い
う

想
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
聖
栄
大

学
を
始
め
聖
栄
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お知らせ

●入試説明会

6月29日（土）

●オープンキャンパス

第１回 7月13日（土）

第２回 7月20日（土）

第３回 8月23日（金）

第４回 8月24日（土）

第５回 3月25日（火）

●受験相談会

第１回 10月26日（土）

第２回 11月 9 日（土）

第３回 11月10日（日）

第４回 11月30日（土）

お問い合わせは
電話03-3692-0238
入学相談室まで

◆
聖
栄
葛
飾
祭
の
ご
案
内

　

本
年
も
聖
栄
葛
飾
祭
が
母
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
聖
栄
会
で
は

別
館
四
階
の
会
場
で
お
茶
席
を
開
き
ま
す
。
ご
来
場

い
た
だ
い
た
皆
様
に
ゆ
っ
く
り
と
寛
い
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
、
本
学
の
学
生

の
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
平
成
二
十
五
年

　
　
　
　

十
一
月
九
日
（
土
）
〜
十
日
（
日
）

専
門
七
期

佐
藤　

悦
子

（
旧
姓 

西
原
）

短
大
九
期

樋
口　

玲
子

（
旧
姓 

鈴
木
）

大
学
二
期

矢
島　

克
彦
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第
五
回
卒
業
研
究
発
表
会
の
開
催

　

■ 

キ
ャ
ン
パ
ス
通
信 

■

　

二
月
九
日
に
第
五
回
卒
業
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
各
研
究
室

か
ら
計
二
十
六
報
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
研
究
成
果
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

食
品
加
工
学
研
究
室
（
片
山
講
師
）

　

・
寒
天
を
用
い
た
ゼ
リ
ー
の
開
発
に
関
す
る
研
究

食
品
学
第
二
研
究
室
（
荒
木
准
教
授
）

　

・
圧
搾
方
法
の
違
い
に
よ
る
ジ
ュ
ー
ス
の
機
能
性
に
つ
い
て

食
品
学
第
一
研
究
室(

筒
井
教
授)

　

・
脱
脂
エ
ゴ
マ
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
の
製
造

微
生
物
学
研
究
室
（
丸
井
教
授
）

　

・
葉
の
抗
菌
効
果

調
理
科
学
研
究
室
（
品
川
教
授
）

　

・
食
べ
物
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

食
品
開
発
研
究
室
（
井
筒
教
授
）

　

・
米
粉
の
用
途
拡
大

食
品
衛
生
学
研
究
室
（
眞
木
教
授
）

　

・
食
品
の
有
害
物
質
に
関
す
る
衛
生
学
的
研
究

栄
養
学
研
究
室
（
前
田
教
授
）

　

・
物
の
塩
分
耐
性
と
植
物
由
来
塩
分
の
利
用
に
つ
い
て
の
検
討

調
理
学
第
二
研
究
室
（
吉
田
講
師
）

　

・ 

塙
町
復
興
支
援
と
商
品
開
発
―
ダ
リ
ア
塊
根
を
使
っ
た
商
品
開

発

食品学科　海外食事事情研修

体　　育　　祭

聖  栄  葛  飾  祭

管理栄養学科　宿泊研修
（八王子セミナーハウス）

食品学科　新入生宿泊研修（日光）・
フィールド研修（長野県伊那市）

　２月10日～ 18日に行われ、今年度はフラ
ンスのパリ、パリ郊外に行きました。１年生
から３年生の12名が参加し、ヨーロッパの
文化・食事情を視察しました。パリ市内、ベ
ルサイユ宮殿の見学、郊外の農家レストラン
では食事とデザートの実習を行ない充実した
研修を終えました。

　平成24年5月28日、船橋グラウンドに於いて体育祭が開催され、聖栄
会は協賛参加しました。当日は天候にも恵まれ、全プログラムが滞りな
く終了し、クラスの親交を深めた一日となりました。聖栄会では総合優
勝した2クラスにチームワーク賞を、出席率が最も良かった1クラス（出
席率100％）に会長賞を授与しました。

　平成24年11月3・4日に、『聖栄葛飾祭』が開催されました。今回のテー
マは「野菜を食べて愛されBody ～ 350g ／日～」で、各模擬店では１食
に含まれる野菜の量を掲示するなど、趣向を凝らした装飾がなされまし
た。聖栄会では、毎年恒例のお茶席を設け、多くの卒業生が来場されま
した。また、学友会主催のチャリティーもちつきにも協賛参加しました。

　平成25年度『聖栄葛飾祭』の
詳細は大学・聖栄会のホームペー
ジをご確認ください。多くの卒業
生の方のご来場をお待ちしており
ます。

　管理栄養学科新入生研修は４月５日～６日に八王子セミ
ナーハウスにて実施されました。セミナーハウスでは、管理
栄養学科の導入教育として班毎にグループワークを行い、大
学生活を共に過ごす初対面の仲間達と交流を深めると同時
に、管理栄養士という職業に対する理解を深めました。夜に
は懇親会、翌日には相模湖プレジャーフォレストにてバーベ
キューを行い、学生同士、そして学生達と教員との信頼関係
を構築する有意義な時間を過ごすことができました。　

　食品学科では、新入生宿泊研修が
葛飾区日光林間学校で実施されまし
た。新入生は食品学科での4年間の「学
び」についてのガイダンスを受け、
また日光東照宮拝観や工場見学など
も行い、食品学科教員や新しい友人
との親睦を図ることができました。
また、夏には長野県伊那市において食品学科のフィールド研修が実施さ
れました。宿泊施設に隣接された東京聖栄大学農地には、多種類の野菜
が栽培されており、１年生は野菜の収穫作業や農地の整備などを体験し
ました。このフィールド体験には食に関する多くのプログラムが用意さ
れており、食品工場見学や蕎麦打ち・ソーセージ作り、郷土料理体験な
ど１年生は真剣に取り組み、大学のキャンパスでは経験できない貴重な
３日間となりました。


